
宮ノ元のがけ崩れ 

割り付けのポイントを確認し、グループで話し合う６年生 

   
 
   

☆  大 丈 夫 だ っ た で す か ？  

７月に入ってからの集中豪雨。十分すぎる雨です。どん

なに人類の文明が進化しても、自然災害は防ぎようがあり

ません。干ばつが続いても困りますし、長雨も困ります。

先日のニュースでは、川が氾濫するものとして生活共存を

図っていこうとキャスターがコメントしていました。人命

が奪われない工夫が必要です。 
宮ノ元地区の山沿いでは、小規模のがけ崩れが起きまし

た。「もう少し雨が続いていたら・・・」と考えるとぞっ

とします。ご近所で声を掛け合いながら命を守る行動をと

りましょう。 
保護者の皆さん、木曜日、金曜日と緊急の保護者お迎えをしていただきありがとうご

ざいました。１７時半までにはすべての児童が下校できました。本当にありがとうござ

いました。初めてのお迎えを実施しましたので、以下、いくつか確認とお願いです！ 
① 緊急なお迎えに来ていただく方は、祖父母等も必ずマチコミメールに登録する。 

（お迎えの時間帯が、伝わっていない家庭があります。） 
 ② 緊急お迎えの場合、登録家族以外はお迎えをしない。 
  （緊急の場合、登録以外の親類、近所の方には、児童の引き渡しはできません。学

校は、避難所です。登録された方が迎えに来るまで職員と待機させます。） 
 ③ 引き渡し時刻を毎回確認する。 
  （引き渡し時刻前は、職員の引き渡し体制が整っておりません。児童の安全確認最

優先が原則です。ただし、状況によって臨機応変に対応する場合もあります。） 
ゲリラ豪雨には、判断に迷うことがあります。迷った場合には、避難所である学校に

待機させるのが一番安全な対策だと考えています。しかし、塩田川を抱えている塩田小

学校校区ですから、場所によって対応が変わることも予想されます。保護者の協力が欠

かせません。今後もよろしくお願いします。また、今回の送迎で困ったことがあれば、

学校、またはＰＴＡ本部役員までご連絡ください。 
 

☆  研 究 授 業 ！  

７月２日（木）は、６年

生の国語の研究授業でし

た。６年生の教材には、「ポ

スターを作ろう」がありま

す。６年生は、この時期に

ふさわしい「防災ポスター

を作ろう」というテーマで

授業を進められました。さ

すが６年生です。落ち着いた学習態度でした。グループになっての短時間の話し合いでは、

記事の「割り付け」をどのようにするのか、理由を付けて意見を出し合っていました。事

前に、佐賀新聞社の多久島さんに来ていただき、割り付けや見出しについて指導をしても

らっていたので、グループの話し合いがスムーズにいきました。ポスターを作ることが目

的なのですが、防災意識が高まってくれることを願っています。 
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学校目標：元気にがんばる塩田っ子の育成 



電子黒板や新聞を使いながら説明を受ける子どもたち 

校長室や来賓玄関廊下に掲示中！ 

地区の登校班に紹介しました！ 

 ☆  紹 介 し ま す ！  

７月８日（水）に、２名の転入生を迎えました。本当は、

７日（火）だったのですが、豪雨で休校だったために８日

になりました。転校してきたのは、２年生水山碧さん、６

年生水山柊さん兄妹です。地区は、町分です。碧さん、柊

さんは、ともに明るく元気です。次の日から早速集団登校

を始めました。同じ班のメンバーと一緒に１列登校ができ

ていました。全校児童数が、１４３名になりました。 
 
☆  ま た ま た 来 て い た だ き ま し た ！  

７月８日（水）は、５，６

年生それぞれの学級で、ポス

ターや新聞作りの授業を行い

ました。今回も佐賀新聞の多

久島様に来ていただき、授業

を進めていただきました。職

員が教えてもいいのですが、

専門家から教わったら、興味

が倍増します。有難い限りで

す。 

 

☆  マ ス コ ミ に 感 謝 ！  

佐賀新聞、西日本新聞、読

売新聞など、子どもたちの活

躍している記事がたくさん掲

載されています。また、ＮＨ

Ｋやケーブルテレビでも活動

の様子が放映されています。

先日は、６年生の手すき和紙

体験が放映されたようです。

頑張っている子どもたちの様

子が、このお便りだけでなく、

新聞やテレビでも伝えられることが嬉しいです。 
 
☆  雑 感  

学校から緊急のマチコミメールを流すことが多くなりました。昨年以上の数です。そ

れだけ、気象状況が悪くなっているということでしょう。「緊急」が、「通常」みたい

な感覚にならないように、必要のないメールは流さないようにします。 
大雨でメールを流すときには、「雨雲の動き」「警報等の発令」「満潮・干潮の時刻」

「塩田川の水位」「避難勧告や指示」等々の状況を総合的に判断し、１時間前には「お

迎え時刻」を判断しています。もちろん、県や市の教育委員会の指示があれば、その指

示通りに動きます。子どもたちの安全確保が最優先です。学校の判断が甘かったり地域

の実態とずれがあったりするかもしれません。ＰＴＡとも連携を取りながら進めていき

ます。 

掲載に不都合な点がありましたら、学校（℡６６－２０５７）までご連絡ください。 

以下のアドレスで、塩田小学校のホームページが見られます。 

https://www.education.saga.jp/hp/shiota-e/ 

https://www.education.saga.jp/hp/shiota-e/

